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あなたと家族に知ってほしい

のこと



☎

9月9日は救急の日

救急医による、“突然” 表れる
「こんな症状・サインに要注意」

「家族の様子がなんとなくおかしいけど、救急車呼んだ方がいいのかな…」
「具合が悪いけど病院に行った方がいいのかな…」
急な病気やケガをしたとき、救急車を呼んだほうがいいのか、病院を受診したほうがいいのか、
どの病院に受診したらいいのかなど、迷うことがあると思います。
今回は注意すべき症状やサインを見逃さないためのポイントを簡単にお伝えします。

「突然に」「急に」という場合は命に関わる病気の可能性があ
りますが、症状が「徐々に」進行する場合は、すぐに命に関
わることは少ないので、今日慌てて救急受診しなくても良い
場合がほとんどです。その場合、まずはかかりつけ医に相談
することをおすすめします。
命に関わる、あるいは受診が遅れるとその後の生活に影響を
残すような特に緊急性の高いものは、「突然」出てくる症状の時が多いです。「突然」とは、今まで何の症
状もなかったものが、ある時を境にはっきりした症状が出てきた時です。病態として、何かが破れる、詰
まる、裂ける、捻れる状況が考えられ、中でも血管がその状態に陥ると最も危険です。
突然の激しい痛みで冷汗を伴う場合は、迷わず救急車を呼んで下さい。
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